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論文内容の要旨
[目的]
私たちの研究室では醇癌患者腹水より精製した勝癌関連抗原 (Pancreas cancer -associa ted an tigen , 










勝癌組織の粗分画の作製には，抗正常棒抗血清を指標として用いた。 醇癌組織を PBS 抽出し， 40-60 







2. 勝癌関連抗原 (P C RA) の精製とその性状
勝癌肝転移巣を出発材料とし，抗醇癌抗血清を用いたロケット免疫電気泳動法を指標として精製を行っ





1 )免疫電気泳法動にてα2β領域に泳動され，ゲル漉過にて50万の分子量を持ち，また 4/30 ポリ
アクリルアミド・グラジエント・ゲル電気泳動法にては45万の分子量であった。




癌胎児性抗原 (C EA) ，トランスフェリン，フェリチンとはゲル拡散法にて異なる物質であり，当
教室の島野らが報告した醇癌関連抗原 (P CAA) ともゲル拡散法にて明らかに異なっていた。 Loor









応するのに対し，勝炎患者 6 例中 1 例に，良性炎症性疾患25例中 8 例にのみ弱く反応し，正常人27例で
は反応がみられなかった。
[総括]
正常勝組織と醇癌組織に共通に存在する抗原物質 (~C RA) を精製し，その性状を検討するととも
にその臨床応用の可能性を検討した結果，以下の成績を得た。
1. P C RAは免疫電気泳動法にてα2β領域に泳動される分子量は約50万で， 30%の糖と70%の
蛋白からなる糖蛋白質であった。











められ，また dot blottingでの検索では騨癌患者血清に高率 (16/18例)に検出された。
PCRAは既知の腫痩マーカーとは異なる新しい醇癌マーカーであることが確かめられており，学位
に値するものと考える。
